
西・大阪を拠点に活躍する優れたアーティストを紹介
する「アート・アセンブリー（関西・大阪21世紀協会

主催、クラブ関西協力）」が昨年第7回を迎え、日本舞踊・
上方舞 山村流六世宗家の山村友五郎さんによる、優美で
物語性に富む上方舞が披露された。今回はOSK日本歌劇
団のトップスター高世麻央さんも加わり、上方舞とゆかりの深
い上方落語の桂吉坊さんのナビゲート
で、バラエティーに富む内容となった。
　山村友五郎さんが披露したのは、上
方唄「愚痴」と地唄「八島」。「愚痴」
は、恋する人を待ち焦がれて揺れる女
心を唄ったもので、友五郎さんの舞に
は、しっとりとした女の色気が香り立つ
のだった。「八島」は扇を2枚使い壇ノ
浦の源平合戦での修羅場を表現する雄壮な舞で、約80名
の参加者は趣きの異なる2つの舞に、上方舞の奥深さを知る
こととなった。
　山村友五郎さんは1964年大阪市生まれ。江戸時代から
伝わる座敷舞と歌舞伎舞踊の二つの流れをもつ山村流上
方舞の伝統を継承してきた。2014年7月に流祖の名跡「山村
友五郎」を120年ぶりに復活させ、三代目を襲名。同年9月、

長男の四代目若襲名と合わせ、国立文楽劇場（大阪市）で
日本舞踊界を代表する各流派の家元を招いて襲名披露公
演「舞扇会」を開催し、その成果によって2014年度大阪文
化祭賞・最優秀賞を受賞した。
　一方、OSK日本歌劇団も2010年の公演作品「バンディット
～霧隠才蔵外伝～」で大阪文化祭賞グランプリを受賞し、同
作に主演した高世麻央さんの優れた演技が高く評価された。
高世さんは、「MY BLUE ROSE」など5曲を、同団の恋羽
みうさんと千咲えみさんとともに披露した。
　OSK日本歌劇団は今年で創立94年。浪速の春の風物
詩として知られるレビュー「春のおどり」は、初代山村友五郎
の座敷舞や舞踊の系譜に連なるといわれている。高世麻央
さんのトップスターお披露目公演（2015年）の「レビュー 春の
おどり」の第1部「道頓堀開削400年・浪花今昔門出賑」では、
山村友五郎さんが構成・演出・振付を行った。トークコーナー

では、38名の団員
全員に振り付けた時
の思い出や、高世さ
んの舞台に上がるま
での努力など、数々
の興味深い体験談
も披露された。
　終 演 後は、出 演
者を囲んで交流会
を開催。出演者と観
客が直接ふれあえ
る機会とあって、さま
ざまな話題で盛り上
がった。
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山村友五郎さん

松永正津氏作
ヒラマサ（1m60㎝・39.75㎏）
平成26（2014）年2月20日

高世麻央さん（右）と恋羽みうさん（左）

桂 吉坊さん

アート・アセンブリー
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山村友五郎（三代目）
　芸術選奨文部科学大臣賞（2010年）、日本伝統文化振
興財団賞（2014年）、大阪文化祭賞最優秀賞（2015年）、
日本芸術院賞（同年）など受賞多数。一門の指導育成に加
え、東京の舞踊家と「五耀会」公演を定期的に開催するな
ど、多彩な活動で全国的に注目される。

OSK日本歌劇団
　1922年に松竹楽劇部として創立。1970年に現在の劇
団名となり、1971年～2003年まで近鉄グループ傘下で活
動。解散後は「OSK存続の会」が活動を支援し、2009年よ
り株式会社OSK日本歌劇団として活動。

S p o t l i g h t

山村友五郎の世界
～ Dance & talk“上方舞”tonight !! ～

アート・アセンブリーの開催は賛助会員様への「関西・大阪21世
紀だより」や協会ホームページでご案内し、先着順にて参加受
付を行っています。

2015年12月22日／クラブ関西

（1961）年。
少年時代から
絵画に親しみ、
後 年、日本 画
家・満田天民
(1905～85)
にも師事した
松永氏のアート魚拓には、静謐で凛とした日本画の佇まいが
漂う。予期せぬ色のかすれや滲みにも“味わい”を見出し、背
景には何も描かない。その空白こそが、魚が生きている場所す
なわち“水中”の表現なのである。絵画ではない、新たな魚拓
の世界を追求した結果の境地だという。
　身の締まった新鮮な魚ほど、仕上りが良い。関西に朝廷が
おかれていた古代、天皇に魚介類を献上していたのは鳥羽、
越前、そして茅渟（ちぬ）の海の古称をもつ大阪湾で、関西は
好漁場に恵まれた「御食国（みけつくに）」と呼ばれていた。
つねに新鮮な魚が手に入る関西・大阪なればこそ、魚拓文
化が一層発展したのであろう。
　50年以上魚拓に携わってきた松永氏は、日本各地で展覧
会や講習会を開き、昨年の第66回全国カレンダー展では、
作品を掲載した『2015シマノ魚拓カレンダー』が経済産業省
商務情報政策局長賞と金賞を受賞した。著書は中国でも出
版され、今年2月には、中国・天津市で開催の「碧海2016
年春季フィッシングショー・第４回中外魚拓展」に参加。開会
の挨拶や実演、トークイベントなどを行った。松永氏は、日本発
祥の魚拓文化を世界に広めるべく、中国や韓国などアジア各
地での活動も精力的に行っている。

　釣りの周辺にはさまざまな文化がある。そのひとつ「魚拓」
は、江戸時代に庄内藩（山形県鶴岡市）で発祥したといわれ
る日本の伝統文化である。天保10（1839）年、藩主の酒井
忠発（ただあき）が、江戸住まいの折に錦糸堀（現在の東京
都墨田区錦糸町）で釣り上げた39センチの鮒の拓が最古と
され、鶴岡郷土資料館に保存されている。藩では武士としての
心身の鍛錬に磯釣りが奨励され、大物を討ち取った敵将の
首に見立て、拓を採って藩主に差し出したといわれている。
　魚拓には、魚の上に乗せた布または和紙の上からタンポで
墨や絵の具をつける「間接法」と、魚体にじかに墨や絵の具を
塗って写し取る「直接法」がある。忠発の鮒の拓は直接法で、
松永正津氏（大阪市）はその技法を発展させ、芸術の域に高
めた“アート魚拓”の第一人者である。
　「魚の色に合わせて色を付けるのではなく、自分が思う色で
魚の上に絵を描き、それを写し取る感覚。だからカラー（色付
き）魚拓ではなく、意図して創作したアート魚拓なのです」
　制作にあたっては、魚に塗った絵の具が乾かないうちに和
紙に写さなくてはならない。その時間は魚の大きさに関係なく
30分前後、気温や湿度も影響する。もちろん後で加筆したり、
再度魚に色を塗って拓を採り直すようなことは一切せず、最
後に筆を入れるのは目玉だけ。真剣勝負だからこそ、制作に
入るまでの準備を入念に行い、前日から心身の調子を整え、
制作に入れば一気呵成
の集中力が必要だという。
そうして魚と対峙する姿
は、まさに「魚拓道」という
にふさわしく、釣行を戦に
喩えた武士の心髄にもつ
ながるものである。
　松永氏が直接法魚拓を
はじめた の は 昭 和36

松永正津氏
東洋魚拓 拓正会会長
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大阪で磨いた技法を世界へ発信
「アート魚拓」の第一人者・松永正津氏
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